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2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

 

 

はじめに 

 

 2022 年度の自己点検・自己評価報告書をもとに、学校関係者評価委員会が調査・分析し、以下の通り「2022 年度 学校

関係者評価 結果報告」をまとめました。 

 今年度は、年度末も押し迫った時期の開催となり、ご協力頂きました委員の皆様には誠に感謝致しますとともに、本報告

書をより良き学校運営の一助としてご活用頂き、学校が益々発展させます事を委員一同祈念致します。 

 

 

 

 

学校関係者評価委員 

 

委  員  長  鈴木 正信（東京デザイナー学院 学校長） 

副 委 員 長  菅野 修（東京デザイナー学院 学務責任者） 

委   員  藤原 亮二（有限会社藤原アイアンクラフト / 企業等） 

委   員  佐々木龍郎（東京建築士会 / 業界団体等） 

委   員  宮内 舞（公益財団法人 画像情報教育振興協会 / 業界団体等） 

事務局担当  有賀 史彦（東京デザイナー学院 学校関係者評価委員会 事務局） 

 

 

 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

１・学校の教育目標 

●業界で活躍できる人材の育成・輩出 

 『ゼロからプロになる』ための『人間力』を引き出す 

 

●東京デザイナー学院が求める人物像（アドミッションポリシー） 

 感動力を持つ 

 果敢にチャレンジする 

 自分らしさを育む 

 

２・本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

●就職 

 昨年度の実績として               昨年度実績を踏まえた本年度の目標 

・ 就職希望率 97.0%              ・就職希望率 95.0% 

・ 就職決定率 82.7%              ・就職決定率 100％ 

 

●進級継続 

 昨年度実績として                               昨年度実績を踏まえた本年度の目標 

 ・1 年次から 2 年次へ 87.4％          ・1 年次から 2 年次へ 89.0％ 

 ・1 年次から卒業へ  77.7％          ・1 年次から卒業へ  82.4％ 

 

 

 

 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

３・評価項目の達成及び取組状況 

（１） 教育理念・目標 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・学校の理念・目的・育成人材像はさだめられているか ４  ３  ２  １ 

・学校における職業教育の特色は何か ４  ３  ２  １ 

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４  ３  ２  １ 

・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されているか ４  ３  ２  １ 

・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・なぜ「100 年学校を目指す」目指すのかが、伝わってこない 

・web サイトにある教育理念、「専門分野だけにとどまらない～真のデザイナー」を育てるとあるが、保護者目線でよくわからない 

・社会状況をいかに認識し対応しようとしているか読み取ることができない 

 

② 今後の改善方策 

・東京デザイナー学院でしかできない、学生の学び・体験がぼやけているように見受けられる。もっと明確に、わかりやすく訴えるべき。 

  グラフィックデザイン学科であれば、「東京」さらにデザイン・出版・印刷の街である、飯田橋・御茶ノ水・神田・神保町に通学する意義があっ

たのではないか 

 

 

③ 特記事項 

なし 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

（２） 学校運営 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・目的等に沿った運営方針が策定されているか ４  ３  ２  １ 

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか ４  ３  ２  １ 

・運営組織や意志決定機能は規則等において明確化されているか、 有効に機能しているか ４  ３  ２  １ 

・人事、給与に関する規定等は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４  ３  ２  １ 

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４  ３  ２  １ 

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ４  ３  ２  １ 

・情報システム化等による業務の効率化がはかられているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・具体的な取り組みと、結果の明示が必要 

 

 

② 今後の改善方策 

・何のために、何を改善し、どう結果に結びつけ、その評価がわかりやすく誰でも見られるようし、さらに改善できるようにしていくこと 

  

 

 

③特記事項 

なし 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

（３）教育活動 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・教育理念に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４  ３  ２  １ 

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達レベルや 

 学習時間の確保は明確にされているのか 

４  ３  ２  １ 

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているのか ４  ３  ２  １ 

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫、開発などが実施され

ているか 

４  ３  ２  １ 

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等がおこなわ

れているか 

４  ３  ２  １ 

・関連分野における実践的な職業教育（産業連携によるインターンシップ、実技、実習等）が体系的に位

置づけられているか 

４  ３  ２  １ 

・授業評価の実施・評価体制はあるか ４  ３  ２  １ 

・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか ４  ３  ２  １ 

・成績評価・単位認定、進級、卒業判定の基準は明確になっているか ４  ３  ２  １ 

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４  ３  ２  １ 

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか ４  ３  ２  １ 

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を確保するなどマネジメント

が行われているか 

４  ３  ２  １ 

・関連分野における先端的な知識・技能等を習得するための研修や教員の指導力育成など資質向上のため

の取り組みがおこなわれているか 

４  ３  ２  １ 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか ４  ３  ２  １ 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

① 課題 

・魅力的で快適な職場環境の実現 

 

 

 

 

② 今後の改善方策 

・職場としての魅力、その結果のベネフィットの明確化 

・教員の研修は時間・コストがかかるため、指導⼒のある⼈材を効果的に登用 

 

 

 

③特記事項 

  なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

（４）学修成果 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・就職率の向上がはかられているか ４  ３  ２  １ 

・資格取得率の向上がはかられているか ４  ３  ２  １ 

・退学率の低減が図られているか ４  ３  ２  １ 

・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ４  ３  ２  １ 

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・在校生と卒業生との接点をどれだけ増やせるか 

・退学率の改善 

 

② 今後の改善方策 

・卒業生が在校生と一緒に授業を受けてみてはどうか 

・退学理由にもよるので、どれだけサポート人員に使えるのか 

 

 

 

③特記事項 

  なし 

 

 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

（５）学生支援 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・学生相談に関する体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・学生の健康管理を担う組織体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・課外活動に対する支援体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・学生の生活環境への支援はおこなわれているか ４  ３  ２  １ 

・保護者と適切に連携しているか ４  ３  ２  １ 

・卒業生への支援体制はあるか ４  ３  ２  １ 

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４  ３  ２  １ 

・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取り組みがおこなわれているか ４  ３  ２  １ 

 

①課題 

・高等学校との連携を行うチームの創設 

 

 

③ 今後の改善方策 

・次の進学時期までに体制ととのえて、行動する 

 

③特記事項 

なし 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

（６）教育環境 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４  ３  ２  １ 

・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ４  ３  ２  １ 

・防災に対する体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・校舎の老朽化 特にトイレ等の水回り 

 

 

   

② 今後の改善方策 

・学生からもアイデアや作業者を募り、せめて簡易的なリフォームを実施できないか 

・コロナ禍を経て、空間資源・かける費用を⼤胆に再配分する 

 

 

③ 特記事項 

なし 

 

 

 

 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

（７）学生の受け入れ募集 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・学生募集活動は、適正に行われているか ４  ３  ２  １ 

・学生募集活動において、教育効果は正確につたえられているか ４  ３  ２  １ 

・学納金は妥当なものとなっているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

 ・ニーズと募集活動や体験入学内容の乖離 

 

 

 

 

② 今後の改善方策 

・高等学校への訪問もあるが、同高校の出身者を活用できないか（在校生もしくは卒業生）身近（等身大）に東デを感じることが、重要 

ではないか 

 

 

 

 

③ 特記事項 

なし 

 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

（８）財務 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４  ３  ２  １ 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４  ３  ２  １ 

・財務について会計監査が適正におこなわれているか ４  ３  ２  １ 

・財務情報公開の体制整備はできているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・情報公開はしているが、財務関係に明るい保護者が見たときに、学生への還元率がどう映るのか 

 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③ 特記事項 

なし 

 

 

 

 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

（９）法令等の遵守 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４  ３  ２  １ 

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４  ３  ２  １ 

・自己評価の実施と問題点の改善をおこなっているか ４  ３  ２  １ 

・自己評価結果を公開しているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・自己評価の実施と改善 

 

 

 

 

 

② 今後の改善方策 

・具体性に乏しく、この数年で何が改善されたのかが不明 

 

 

 

③ 特記事項 

なし 

 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

（１０）社会貢献・地域貢献 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行なっているか ４  ３  ２  １ 

・学生ボランティア活動を奨励、支援しているか ４  ３  ２  １ 

・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・社会貢献や地域貢献と学校の資産、資源の活用 

 

 

 

② 今後の改善方策 

・具体的には、保護者と入学希望者への同時公開講座開催。違う業種の保護者から見たときに、何を学び、どう役立つのか自分でも体験して 

いただくのはどうか 

 

 

 

③ 特記事項 

なし 

 

 

 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

（１１）国際交流（必要に応じて） 

評価項目 適切･･４ ほぼ適切･･３ 

やや不適切・・２ 不適切･･１ 

・留学生の受け入れ・派遣について戦略を持っておこなっているか ４  ３  ２  １ 

・留学生の受け入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がおこなわれているか ４  ３  ２  １ 

・留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されているか ４  ３  ２  １ 

・学修成果が国内外で評価される取り組みをおこなっているか ４  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・受け入れた留学生のその後の詳細はどうなっているのか 

 

 

 

 

② 今後の改善方策 

・母国に帰国後、学んだ分野の職種に就いた卒業生との情報交換をしてはどうか 

 

 

 

 

 

③ 特記事項 

なし 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

４・学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

＜藤原アイアンクラフト・藤原氏＞ 

・「なぜ、学ぶのか」「なぜ、選ばれる学校で、なぜ、続く学校なのか」この「なぜ」に対する回答が不明確だと考えます。 

・たとえば「学校の魅力（資産）」とは何か？ それは「学生・先生・卒業生」ではないのか？その資産をもっと活用し、60 年の歴史をもつ

東京デザイナー学院ならではの魅力を再確認してはどうかと考えます。 

・ただし、進学先を選ぶ検討者にとって、施設や立地はかなりの要素です。きれいで特徴ある学舎は、一目惚れを生む可能性を感じます。 

・学校が委員会を設置し評価をはじめてしばらく経過しているので、業務改善（個別）、その進捗状況、その結果、その次の話が欲しいです。 

＜CG-ARTS・宮内氏＞ 

・高校のニーズ調査と同様に、就職先の各業界のニーズ調査も重要かと思います。 

・次回は学科ごとの就職先一覧や、内定状況の資料もいただけると参考になります。 

＜東京建築士会・佐々木氏＞ 

・昨年に引き続き、いずれの項⽬も数値的な根拠がないため、判断が難しいのが正直なところです。学院の状態を「定量的に把握」した情報を 

共有していただかないと、感想に感想を重ねるようなことになってしまい、評価とはいえなくなります。 

・例えば、現在の東京デザイナー学院の在学⽣は、定員 2360⼈に対して 1175⼈です。数字だけみれば、半数割れです。その状況をいかなる 

期間でどのように変えていくのか、定員の⾒直し等も含めた⽬標設定があれば、その実現に向けての「⾃⼰点検・⾃⼰評価報告」を評価する 

ことができます。 

・⼀⽅で、報告書の最後に総合的な課題が４つ挙げられています。 

１）世界市場に⽬を向けた教職員⼀⼈⼀⼈の意識改⾰ 

２）教職員の研修の充実 

３）適切な環境と学⽣⽀援体制の整備 

４）業務の効率化・適正化 

説明の中でも再三「学校側の努⼒が不⾜」「次年度以降改めて努⼒」等の説明を受けましたが、３）以外は「⾃分たちの学園の未来」が課題化さ

れていて、肝⼼の学⽣について触れられていません。 



2022 年度 専門学校東京デザイナー学院 学校関係者評価報告書 

・東京デザイナー学院のミッションは職業訓練です。⼤学以上に職業訓練です。2 年間で 270 万という決して安くない学費を授かり、学⽣に 

⾷べてゆくことができるだけのスキルを⾝につけさせて、社会に送りだす。それ以上でもそれ以下でもないと思います。 

・社会について、１）では、世界市場という⾔葉に置き換えられていますが、①変化していく世界市場を現在どのように⾒ているか、②その世 

界市場に送り出すために学⽣にどのようなスキルを⾝につけさせるべきか、をはっきりさせる必要があります。昨年も同じ指摘をさせていた 

だきましたが、加えて、③世界市場に出た OBOG をいかにフォローしていけるか。「100 年学校」は先⽣が作るものではなく、そこで学び、 

そこを出て社会で活躍する OBOG たちの積み重ねが価値になって実現するものです。そこに少し齟齬があるように、今回改めて感じました。 

 

以上 

 

 

 

 

 

学校関係者評価委員 

 

委  員  長  鈴木 正信（東京デザイナー学院 学校長） 

副 委 員 長  菅野 修（東京デザイナー学院 学務責任者） 

委   員  藤原 亮二（有限会社藤原アイアンクラフト / 企業等） 

委   員  佐々木龍郎（東京建築士会 / 業界団体等） 

委   員  宮内 舞（公益財団法人 画像情報教育振興協会 / 業界団体等） 

事務局担当  有賀 史彦（東京デザイナー学院 学校関係者評価委員会 事務局） 

 

 


